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論文内容の要旨

乙の論文は，熱交換器設計の合理化を目的として，主として直交フィン付き??群の熱伝達および物

質移動特性について研究した結果であって， 8 章からなっている。

第 1 章は緒論であって，既往の研究の概要およびこの研究の目的，意義について述べている。

第 2 章は平行平板群の熱伝達特性に関する研究結果であって， ??i:群内のフィン表面上での熱伝達機

構と，その特性を支配する相似形態因子を明らかにしている。

第 3 章は裸円管群の熱伝達に関する研究結果であって，管群に対する従来の伝熱特性表示法の不合

理性を指摘し，新しい特性表示法を提案している。すなわち既往の研究では果たせなかった単一円管

内の熱伝達との相関において，管群の普遍的な熱伝達特性表示式を求めている。

第 4 章では，まずフィン付き管群の熱伝達に関する新しい実験的解析法を提案し，連続平板型フィ

ン付き管群による実験結果から，乙れと裸円管群における熱伝達との相関性を明らかにし，フィン付

き管群の熱伝達特性 l乙関して重要な示唆を与えている。

第 5 章は連続平板型フィン付き管群の接触熱抵抗に関する研究であって，新しくその実験的解析法

を提案し，これによってはめ合わせフィン付き管の接触熱抵抗の構成を明らかにし，かつフィン付き

管の工作上および熱交換器の設計計算上有用の指針を与えている。

第 6 章は熱伝達と物質移動が同時におこるときの気・液界面の状態値の決定法について研究した結

果であって，接線法による逐次近似計算法の適用が，もっとも合理的かつ効果的であることを明らか

にしている。そしてその応用例として新しい設計計算式を与えている。

第 7 章では，フィン付き空気冷却・減温器についての新しい特性解析法について述べ，連続平板フ

ィン付き管群による実験から，設計計算上有用な二，三の知見を加えている口
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最後に第 8 章は各章における結論の総括である。

論文の審査結果の要旨

乙の論文は，代表的熱交換探である直交フィン付き管群における熱伝達ならびに物質移動特性につ

いて，その設計への適用を目的として研究したものであり，多くの興味ある知見を与えている口

すなわち，まず適切な実験的解析によって，直交フィン付き管群の熱伝達特性を究明し，その普遍

的特性表示法を明らかにした。また，はめ合わせフィン付き管の接触熱抵抗の成因を究明し，その成

果を基にして，フィン付き熱交換器の工作ならびに設計上有用な指針を与えている口さらに，物質移

動を伴う場合の熱伝達について，伝熱表面状態値の新しい決定法と実験的解析法を提示し，熱交換器

設計の合理化に寄与するところが大きい。

以上の結果は，伝熱工学および工業上貢献するところが大きく，乙の論文は博士論文として価値あ

るものと認める。
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